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今後のまちづくりにおいて地域の安全安心が重要視される中，少子高齢化や都市部への人口集中な
どにより，地域コミュニティの希薄化への危機感がより一層高まっている．本研究は，安全安心まち

づくりの検討に必要な知見を得ることを目的に，住民間ネットワークが地域の安全安心に与える影響

を定量的に把握することを試みるものである．福岡市内の小学校区を対象として,日常生活における不
安感や地域周辺環境に対する不安感，個人の地域とのつながり等の住民へのアンケート調査を行い，

個人によって感じ方の異なる不安感や地域とのつながりを把握する．その上で，住民間ネットワーク
の定量化を行い，住民の不安感との関係性について明らかにする. 
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1. はじめに 

 

(1)   研究の背景 

我が国では，交通安全や防犯などを対象とした

安全・安心なまちづくりのための取り組みがそれ

ぞれ多くの地域で行われている．少子高齢化や都

市部への人口集中など，目まぐるしく変わってい

く社会情勢の中でいかに人々が安心して暮らせる

まちをつくっていくかが今後のまちづくりにおい

て重要なカギを握っている．しかし，日本ではこ

のまちづくりに必要不可欠である地域コミュニテ

ィの希薄化への危機感がより一層高まっている注 1) ． 

このような地域コミュニティにおける人と触れ

合う機会や人間関係の希薄化，コミュニティを巡

る様々な潜在的な問題の発生等の問題を受け，

2005 年に内閣府が実施したアンケート調査の結果，

ソーシャルキャピタルを形成する要因である個人

の信頼・ネットワーク・社会活動等は生活上の安

心感を醸成する可能性が指摘されている．また，

同じく自分の住むコミュニティへの高い評価も生

活上の安心感を高める可能性があるという結果が

得られた注 2)．この調査の中で，個人レベルのソー

シャルキャピタルを形成する要因とされている

「個人の信頼・ネットワーク・社会活動等」は

「人とのつながり」と捉えることができる．さら

に，自分の住むコミュニティへの高い評価も生活

上の安心感を高める可能性があるという結果から，

個人と地域のつながりや住民間のネットワークを

強めることは地域の安全安心につながると考えら

れる．以上より，安全安心まちづくりの方策の検

討には，個人と地域のつながりや住民間ネットワ

ークの関係及びこれらを強める要因の把握が必要

である．  

 

(2) 既往研究および本研究の目的 

地域のつながりや住民間ネットワーク，地域の

安全安心に関する研究は既に行われている．例え

ば，小林ら 1)は地域住民による非行防止活動が少

年非行の発生に及ぼす効果について研究している．

非行防止活動は，スポーツ活動，自然体験活動や

社会奉仕活動などに青少年やその保護者などが参

加することによって，道徳心，忍耐力，規範意識

等を育むための活動と，街頭補導活動やパトロー

ルなどによって青少年が非行を行う機会を除去す

る活動に大別されている．これらの中核的な住民

ボランティアの積極的な活動が，地域住民全般の
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青少年に対する働きかけを高めることを通して実

際に少年非行の発生を抑制しうることを示唆する

結果が得られている．また，石川ら 2)は農村地域

在住の一般高年者の親しい親戚や友人数，近隣と

のつながりの程度を地域別に分析し，それらが高

年者の生活満足度に与える影響について研究した．

その結果，親しくしている親戚数および近所の人

数，近所の人以外で親しくしている知人・友人数

は地域に関係なく高年者の生活満足度に有意な影

響を及ぼしていることがわかった．このことから，

親戚や友人近隣とのネットワークの拡充の重要性

が示唆された．さらに，岡村ら 3)は個人の地域社

会とのつながりに着目して，生活道路における交

通安全と防犯の安心・不安に対する意識構造分析

を行っている．この研究から，地域内で住民間の

交流機会を設けることは，みまもり活動やパトロ

ール活動への参加促進につながり，さらに地域の

行政や地域住民への信頼感の向上にもつながるこ

とが示唆された．このように，地域のつながりや

住民間ネットワーク，地域の安全安心について，

個別の研究は行われているが，岡村らのようにそ

れらの関係性を定量化している研究は少なく，議

論の余地があると言える． 

そこで，本研究は安全安心まちづくりの検討に

必要な知見を得ることを目的とし，暮らしの「安

心」に着目し，安全安心まちづくり実施単位のひ

とつである小学校区を対象に住民間のネットワー

クが地域の安全安心な暮らしに与える影響につい

て定量的に明らかにすることを試みるものである．

具体的には，地域住民を対象に地域での日常生活

における不安感および個人と地域とのつながりの

実態・意識に関するアンケート調査を行う．その

結果に基づいて住民間ネットワークを定量化した

上で，地域生活における不安感との関係について

分析する．  

 

 

2．調査概要 

 

(1)  調査対象 

 本研究の調査は，福岡県福岡市西区にあるひ

とつの校区を対象とする．校区周辺の地図を図-1

に示す．この小学校区は，埋め立てや人口増加等

により新たに小学校が開校されたことから，近隣

2 校区の区域の一部が分離・合併してできた新し

い校区である注 3)．この地域の住宅建て方別世帯数

の割合は福岡市全体の割合と大差なく，また，大

規模な商業施設を有している福岡市の中でも平均

的な校区である．しかし，図-2に示す通り 2010年

から世帯数が上昇しており，特に 15 歳から 64 歳

の人口上昇がみられている．年代別人口割合を見

てみると，福岡市における 15 歳から 64 歳の割合

は 64.9%，西区は 61.9%であるのに対してこの校区

は 68.2%とどちらも上回っていることがわかる．

また，人口が増加している地区であるため，居住

期間に応じて不安感やつながりに対する意識や感

じ方が異なる可能性があることが，この校区を対

象とした理由である． 

 

 

 

(2)  調査内容  

今回は，対象小学校区の児童の保護者約 500 名

へ向けたアンケート調査を行った．質問項目は，

年齢や性別，当該地域での居住年数などの個人属

性に続き，居住地域内で身の危険を感じた経験の

有無，その地域に対する安心感，日常生活の中で

感じる不安感，居住地域周辺の環境，地域団体や

地域活動に対する認識，個人と地域とのつながり

についてそれぞれコロナ前後で比較したものから

なり，回答方式はリッカート尺度法による 5 段階

評価とした． 

 

 

 

図-1 対象校区周辺地図 

 

 

図-2 対象校区の人口・世帯数の推移 
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3．結論 

 

本研究は，少子高齢化や都市部への人口集中に伴

う地域コミュニティの希薄化に対する危機感がよ

り一層高まっている背景を受け，安全安心まちづ

くりの検討に必要な知見を得ることを目的に，福

岡市西区の小学校区を対象にアンケート調査を行

い，個人と地域のつながりおよび住民間ネットワ

ークと地域の安全安心の関係について分析するも

のである．現在調査を行っている段階であるため，

結果および考察については当日会場で発表する． 
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NOTES 

注1) 内閣府経済総合研究所：コミュニティ機能再生と

ソーシャルキャピタルに関する研究調査報告書，

No.15，pp12-93，2005． 

注2) 総務省：地域コミュニティに関する研究会報告書，

p.1，2022 

注3) 福 岡 市 校 区 デ ー タ （ ホ ー ム ペ ー ジ ）：

https://www.city.fukuoka.lg.jp/data/open/cnt/3/52538/1/

r01_n1_meinohama_book.pdf?20211125095217， 

2022年 09月 26日閲覧 ． 
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